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(実験 B) 明暗のサイクルを L D12 : 12 とした実験飼育室に充分慣らしたラットの直腸温を 4 時間間
隔で 3 昼夜にわたって記録した。直腸温記録は銅コンスタンタン熱電対を直腸内 l こ4加m挿入し 10~15
秒以内に測定した。 CAP脱感作は投与量を段階的に増量し， 2 日間で37.2mg /rat を皮下に投与した。
このラットはテスト量( 1 m g /rat) の CAPに体温下降反応を示さず\低温環境曝露( 5 oC , 100C) 
では正常ラットとほぼ同様の反応を示したが，高温環境曝露 (400C) に対しては正常ラットの示す唾
液塗布による熱放散反応を示さなかった。この CAP脱感作ラットと正常ラットの直腸温日内変動を再









何らかの役割を演じているかを検討した。 CAPにより脱感作され， PO/ AHの温検出器の機能が破壊
されたと考えられるラットの直腸温日内変動を検べたが，正常ラットと同様の日内リズムが存続した。
体温の日内変動は必ずしも脳内温度受容器を介して発現されるものでないことが示唆された。
論文の審査結果の要旨
赤とうがらしの有効成分であるキャプサイシンをラットの皮下または視束前野に微量投与すると，
投与量に比例して著明な体温の下降がおこる。投与直後より皮質脳波は明らかな脱同期化を示す。こ
れは視束前野の温感受性ニューロンへの強い刺激作用によるものであろう。反復投与により脱感作さ
れ，直腸温低下が次第に軽度となるにつれ，脳波の脱同期化も減弱する。しかし音，光，皮膚電気刺
激に対する脳波反応は認められる。
脱感作ラットでは高温環境において熱放散反応が発現しなしミ。しかし正常ラットと同様に体温の日
巧
i
A吐
内変動が存続する。
本論文はキャプサイシン脱感作ラットが脳内温度受容器の機能的除去状態にあることを確認し，体
温調節における脳内温度受容器の関与に新しい知見を加えたもので，学位論文に値する。
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